
ボランティ
ア？

高校留学？

語学留学？

大学・大学院留学？

語学試験で特定の点数を取得？
または、特定の級に合格？
学位・修士や資格の取得？

異文化体験？　語学習得？
学位取得？　　技術習得？

それは日本では
できない事？

行き先（国、地域）や学校は
どんなところにする？

→もっと掘り下げて

→→もっともっと掘り下げて

授業料や生活費、
保険や渡航費は
いくらかかる？

現在の予算内で
実現できる？

国内外で進学？
何を勉強する？
働くならどのような業界？

★何のために留学したい？

★その留学の「成功」とは？

★留学資金は？

→もっと掘り下げて

→→もっともっと掘り下げて

★留学後の進路は？

現地での文学研究の状況を知りた
いと思ったこと、留学先の都市は文
学研究で知られていて、さらに交換
留学の協定校の中で、研究調査を行
いたい街にアクセスしやすいことも
決め手となりました。

外国語の能力がずば抜けている人と
の交流で、自分ももっと深く語学を
勉強したいと思ったことと、修士論
文のための資料調査を現地で行いた
いと考えたことから、留学を希望し
ました。

国際機関への就職を目指し、修士号を取得するために
留学を決めました。留学中はキャリアセミナーなどに
足を運び人脈づくりにも努めました。

国、地方自治体、
民間の奨学金は調べた？

ロシアがITに強いことを知り、「ロシア×IT」は
将来役に立つと思い、ロシア語やITの勉強を
するために留学しました。

現地での生活を通してフランスの文化を
たくさん学び、留学後、大学レベルのフ
ランス語試験に合格しました。

企業、公的機関、大学などの奨
学金制度について情報収集に力
を入れました。

Ｍさん 高

Ｏさん 大

Tさん 大 Mさん 大

Nさん 大

Kさん 大

あなたの留学イメージは？

「埼玉発世界行き」奨学生に聞く！留学
が気になったら
考えてみよう

その 1

幼いころから海外での生活に憧れていて、高校生のうちに海外留学を経験したいと思っていました。学校の先生に相談し
たり、交換留学のプログラムについてインターネットで調べるなどして情報を集め、国民の幸福度ランキングで常に上位
を保っている北欧フィンランドに高校生で留学するという特殊で謎めいた経験に魅力を感じて留学を決めました。

留学を考えたきっかけ

フィンランド語、英語の二言語を同時に習得するのはとても大変でしたが、学んだ知識を毎日実際に
使える環境にいたので、やり甲斐を感じられました。フィンランド人だけでなく、世界中から来てい
る多国籍の友人に出会うことができ、彼等と過ごした時間は15歳の私にとってすべてが新しく、以降
の私に大きな影響を与えています。

思い出

現在は、アメリカ・カリフォルニア州で現地の大学に通っています。高校時代の留学で文化交流や多言語
習得をした経験が私の自信につながり、現在では国境問わず国際的に活動できるようになりました。

留学当時の経験が生きていると思う点

世界にはまだまだ皆さんの知らない文化や、言語、考え方や常識があ
ります。でもそれらの多くは、実際に海外に出て目で見て、肌で感じ
ることでしか学べません。留学をして、皆さんの知らない世界を見
て、沢山吸収してください。世界は広い！是非、多くの経験をし、学び、楽しんできてくださ
い。皆さんの留学の成功を心から願っています。

後輩たちへのメッセージ

「幸福度ランキング上位国フィンランドでの高校生活」

★先輩体験談：高橋瑠果さん【留学先：フィンランド　ヴァンマラ高校】

もともと英語に興味があり、誰とでも不自由なく英語での会話ができるようになり
たいと思っていました。
また、高校時代に盆栽やフラワーアレンジメントを習っていて、盆栽や日本庭園等の
日本文化が現地でどの程度浸透し人気があるのか確かめたいと思っていたことから
アメリカへの留学を決めました。
留学では、英会話力を上げることはもちろん、現地文化を知るために何事にも積極的
に参加・体験をしようという目標を立てました。

留学を考えたきっかけ・目標

大学での勉強をしっかり行い成績を維持することや、留学先で盆栽や園芸商品をどう世界にアピールすべきかというアイディ
アを得ることが結果的に埼玉県や日本文化全体のこれからの発展のため貢献できるのではないかと考えたりしていました。

留学前に日本でしていたこと

留学することについては迷いませんでしたが、現地に行ってからは勉強とイベント、
友達との交流との間でたくさん迷いました。今思うと勉強を頑張りすぎてしまった
かなと少し後悔しているくらいです。勉強は
帰国してからでもできますが、現地で過ごす
日々は留学中にしか味わえないので、クラス
メイト達と交流や旅行をする時間なども大切
にしてほしいなと思います。費用がかかる分、
どうしても勉強で成果を上げようと力を入れ
てしまいがちですが、その方が帰国後も友達
と思い出話で盛り上がれるような経験になる
のではないかと思います。

後輩たちへのメッセージ

「盆栽人気がどれほどあるのか知りたい！」

★先輩体験談：S．Sさん【留学先：アメリカ　ウィラメット大学】大

高
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